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しい手法を提供すると考えられる。
　永久磁石を用いた小型MRIは、卓上電源（100V 15A）
仕様、メンテナンスフリー、随時シャットダウン可、かつ、
移動可能であり、従来のMRIに比べて格段に低い経費で
製作できる。三次元撮像による観測においては、初期の
食害孔を正確に可視化できる（Fig. 6B および 7D）。しか
し、検疫に使用できる食害果選別機を実用化するために
は、一果実の検査時間を数秒にまで短縮する必要があり、
三次元撮像法は適切な方法とはいえない。可能性がある
解決の方法として、高速撮像法により数秒で数枚の二次
元画像が得られるマルチ断層撮像法の開発を行っている
（拝師ほか 未発表）が、今後、果実全体に立体的に起こ
る食害を見落とすことなく検出するための論理の構築が
必要である。
　磁石のサイズを観測対象に合わせて製作すれば、永久
磁石の小型MRI装置は、多くの果実および果菜への応用
（Koizumi et al. 2008）が可能である。また、母樹についた
ナシ果実を野外において撮像できる（木村ほか 未発表）
が、装置を圃場へ搬送するために磁石重量を減ずること
が必至であり、結果として、さらに低い静磁場強度の磁
石を用いて必要とされる感度を確保するという課題を解
決しなければならないなど、観測対象の性質と目的に応
じて固有の問題を解決する必要がある。
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